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特
集
◇
記
念
す
る
文
学

近
世
初
期
文
壇
の
中
心
人
物
、
貞
門
俳
諧
の
主
導
者
松
永
貞
徳

は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
十
一
月
十
五
日
八
十
三
歳
で
逝
去

し
た
。
貞
徳
逝
去
後
、
い
ち
早
く
、
貞
徳
が
余
生
を
送
っ
た
五
条

花
咲
の
宿
を
中
心
に
そ
の
晩
年
や
逝
去
・
葬
送
の
こ
と
な
ど
を
描

注
ー

い
た
『
貞
徳
終
焉
記
』
を
草
し
、
追
悼
の
独
吟
百
韻
を
典
行
し
た

の
は
門
下
の
正
章
（
貞
室
）
で
あ
る
。
そ
の
う
え
正
章
は
、

追
悼
の
た
め
同
月
下
旬
に
は
「
貞
徳
老
人
追
善
独
吟
」
と
し

て
千
句
の
大
作
を
な
し
た
。
更
に
年
末
に
は
、

師
に
も
親
に
も
別
れ
侍
り
し
と
し
の
く
れ
に
世
中
よ

ろ
づ
あ
ぢ
き
な
か
り
し
か
ば

わ
ら
は
き
て
歎
き
こ
り
交
る
と
し
木
哉

の
句
を
詠
じ
た
（
玉
海
集
）
。

貞

室

貞
室
の
貞
徳
追
慕

_
「
貞
徳
居
士
十
三
回
忌
追
福
之
誹
諧
十
三
百
絢
」
を
紹
介
し
て
ー
—

（
小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究
」
至
文
堂
、
昭
和
28
年
）
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
翌
承
応
三
年
に
な
る
と
、
歳
旦
三
つ
物
の
発
句
に
、

い
に
し
年
長
頭
丸
（
貞
徳
）
よ
り
誹
諧
の
道

ゆ
づ
り
は
の
名
を
う
け
し
事

人
気
な
き
身
の
か
ざ
り
わ
ら
と
も

お
も
ひ
な
し
侍
る
心
を

接

と

め

て

け

ふ

ぞ

め

い

ぽ

く

花

の

春

正

章

と
詠
ん
で
貞
徳
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
か
の
ご
と

＜
誌
し
、
翌
承
応
四
年
の
歳
旦
三
つ
物
で
は
貞
徳
の
一
字
を
と
っ

て
貞
室
と
名
乗
り
、
「
年
徳
や
佐
保
姫
君
の
産
の
か
み
」
の
発
句

を
詠
ん
で
い
る
。
貞
徳
の
跡
目
を
継
承
し
て
花
の
本
二
世
と
貞
室

が
称
し
た
こ
と
に
は
、
貞
徳
門
人
の
間
か
ら
異
議
が
出
さ
れ
る
こ

雲

英

末

雄
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と
に
な
る
の
だ
が
、
貞
室
は
そ
れ
ら
の
異
議
に
は
耳
を
か
さ
ず
、

か
な
り
強
引
に
花
の
本
二
世
と
し
て
行
動
し
て
ゆ
く
。

貞
室
編
の
『
玉
海
集
』
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
八
月
に
刊

行
さ
れ
、
令
徳
絹
の
『
毘
山
集
』
に
匹
敵
す
る
一
大
撰
集
だ
が
、

こ
こ
で
も
貞
室
や
そ
の
門
下
の
人
々
に
よ
る
貞
徳
の
百
ヶ
日
や
一

周
忌
や
三
周
忌
の
様
子
が
発
句
の
詞
書
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
示
し
て
み
よ
う
。

先
師
死
去
百
ヶ
日
の
追
善
に

飲

食

の

百

味

に

め

ぐ

る

春

日

か

な

貞

室

こ
れ
は
、
百
ヶ
日
追
善
だ
か
ら
、
貞
徳
逝
去
の
承
応
二
年
の
翌
三

年
二
月
下
旬
の
こ
と
に
な
り
、
恐
ら
く
右
の
貞
室
の
発
句
で
連
句

が
興
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
師
一
周
忌
の
追
善
に

数

と

る

や

弟

子

等

は

数

珠

の

玉

霰

貞

室

こ
れ
は
同
じ
く
承
応
三
年
十
一
月
十
五
日
の
興
行
の
発
句
で
あ
ろ

う
。
百
ヶ
日
同
様
貞
室
を
中
心
と
し
て
門
下
の
人
々
に
よ
っ
て
追

善
の
連
句
が
興
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
百
ヶ
日
追
善
同

様
連
衆
の
具
体
的
な
俳
人
の
名
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は

独
吟
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

先
師
三
回
忌

雪
に
な
く
溝
三
歳
や
わ
が
な
み
だ

貞
徳
居
士
三
回
忌
に
貞
室
亭
に
て

雪
と
ふ
り
し
跡
と
ふ
友
や
三
回
忌

長
頭
丸
第
三
回
忌
に

摂
州
大
坂
梶
山
氏

霜

月

日

た

て

る

は

ほ

ど

も

な

み

だ

か

な

保

友

重
頼
門
で
大
坂
初
期
俳
壇
の
古
老
保
友
の
発
句
は
、
お
そ
ら
く
彼

自
身
が
大
坂
の
自
亭
で
連
句
興
行
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

貞
室
亭
で
の
も
の
と
考
え
る
の
に
は
躊
躇
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
貞
室
の
発
句
や
、
正
量
の
発
句
は
明
ら
か
に
貞
室
亭

で
の
追
善
興
行
の
折
の
も
の
で
あ
る
。
正
量
こ
と
河
地
又
兵
衛
は

京
の
人
、
母
利
司
朗
氏
の
「
新
出
安
原
貞
室
書
簡
考
」
（
『
東
海

近
世
」

10
、
平
成
11
年
5
月
）
に
よ
れ
ば
、
妙
法
院
家
司
で
貴
顕

へ
の
出
入
り
が
可
能
な
人
物
だ
っ
た
と
い
う
。
俳
諧
で
は
、
『
歳

旦
発
句
集
』
承
応
二
年
の
箇
所
に
「
九
重
や
天
気
よ
ろ
し
き
御
代

の
春
正
量
」
の
歳
旦
吟
が
入
集
し
、
つ
い
で
『
知
足
書
留
歳
旦

帖
』
承
応
三
年
に
も
歳
旦
吟
が
入
集
。
明
暦
二
年
の
『
玉
海
集
』

で
は
発
句
三
が
入
集
す
る
。
以
後
明
暦
三
年
の
貞
室
の
歳
旦
三
つ

物
の
引
付
に
一
句
入
集
。
ま
た
寛
文
五
年
(
-
六
六
五
）
の
「
貞

河
地
又
兵
衛
正

量

貞

室
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徳
居
士
十
三
回
忌
追
福
之
誹
諧
十
三
百
約
」
に
一
座
し
（
後
述
）
、

寛
文
七
年
の
『
玉
海
集
追
加
』
に
発
句
五
、
付
句
二
が
入
集
し
、

さ
ら
に
寛
文
十
二
年
の
『
続
境
海
草
』
に
発
句
が
一
句
入
集
す
る
。

貞
室
一
門
の
古
く
か
ら
の
門
人
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
も
あ
れ
貞
徳
の
三
回
忌
が
貞
室
亭
で
行
な
わ
れ
、
追
善
俳
諧

興
行
が
貞
室
や
そ
の
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
が
、
ど
の
程
度
の
人
々
が
集
ま
り
、
ど
の
程
度
の
俳
諧

が
行
わ
れ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
小
高
敏
郎
氏
『
松
永
貞
徳
の
研
究
』
に
は
、

第
九
章
最
晩
年
の
第
三
節
年
忌
に
、
一
周
忌
か
ら
二
百
回
忌
に
至

る
ま
で
の
漢
詩
畑
の
人
々
の
詩
、
和
歌
や
俳
諧
、
狂
歌
の
門
人
の

人
々
の
作
品
が
概
述
さ
れ
て
い
る
が
、
貞
室
に
つ
い
て
は
三
回
忌

ま
で
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
追
善
俳
諧
興
行
の

こ
と
は
ま
っ
た
＜
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
貞
徳
逝
去
後
き
わ
め
て

熱
心
に
そ
の
追
善
事
業
を
行
な
っ
て
き
た
貞
室
が
、
そ
の
後
の
貞

徳
の
年
忌
に
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
さ
な
い
は
ず
は
な
い
。
以
下

管
見
に
入
っ
た
七
回
忌
と
十
三
回
忌
の
俳
諧
興
行
に
触
れ
て
み
た

‘
,
0
 

＞ヽ

霜
月
の
も
ち
も
三
世
の
ち
ぎ
り
か
な

貞
徳
居
士
七
回
忌
冬
懐

ふ
る
き
世
や
し
の
び
か
へ
し
の
竹
の
雪

先
師
七
回
忌
に

わ
す
れ
め
や
雪
と
ふ
り
に
し
し
ち
ね
ん
き

貞
徳
居
士
七
回
忌
七
百
飽
興
行

せ
し
に

埋
火
を
と
り
て
居
士
と
ふ
香
櫨
か
な

ま
た
『
玉
海
集
追
加
』
付
句
中
に
、

貞
徳
追
善
七
百
韻
の
う
ち

七
回
忌

貞

室

貞

室

藤
本
氏素

仙

貞

室

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
が
貞
徳
七
回
忌
に
あ
た
る
。
寛
文
七

年
刊
の
貞
室
編
『
玉
海
集
追
加
』
は
、
『
玉
海
集
』
以
後
の
貞
室

一
門
を
結
集
さ
せ
た
発
句
二
千
百
六
十
三
、
付
句
七
百
九
十
八
を

収
録
し
た
一
大
撰
集
だ
が
、
そ
こ
に
貞
徳
七
回
忌
の
詞
書
の
あ
る

句
が
数
句
入
集
し
て
い
る
。
『
玉
海
集
追
加
」
冬
之
部
に
、

霜
月
十
五
日
先
師
七
回
忌
七
百

韻
興
行
し
て
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倫
旨
い
た
ゞ
＜
僧
は
も
の
し
り

て
く
る
ま
を
し
ば
し
か
し
こ
に
と
ゞ
め
さ
せ

た

び

／

＼

く

ね

る

ど

ん

太

郎

ど

の

貞

室

と
あ
る
。
貞
室
の
句
の
詞
書
に
よ
っ
て
、
貞
徳
七
回
忌
に
は
、
七
百

韻
が
門
下
の
人
々
と
興
行
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
貞
室
の
発
句

は
そ
の
う
ち
の
三
句
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
発
句
四
句
の
う

ち
素
仙
の
も
の
は
、
そ
の
う
ち
の
一
句
で
あ
ろ
う
。
素
仙
に
つ
い
て

は
、
『
玉
海
集
追
加
』
に
は
こ
の
一
句
し
か
入
集
し
て
お
ら
ず
、

他
に
万
治
三
年
の
重
頼
編
『
懐
子
』
に
発
句
三
、
付
句
四
が
入
集

す
る
の
み
で
、
京
都
の
人
と
い
う
こ
と
の
他
は
伝
未
詳
。
お
そ
ら

＜
貞
室
に
何
ら
か
の
縁
が
あ
っ
て
発
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

十
三
回
忌

寛
文
五
年
が
貞
徳
十
三
回
忌
に
あ
た
る
。
こ
の
十
三
回
忌
に
つ

い
て
は
、
近
時
貞
室
自
筆
の
「
貞
徳
居
士
十
三
回
忌
追
福
之
誹
諧

十
三
百
飼
」
の
一
軸
が
出
現
し
、
幸
い
に
架
蔵
に
帰
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
一
軸
は
本
紙
の
大
き
さ
は
縦
一
八
・
六
糎
、
横
一

―
―
―
―
•
五
糎
で
、
現
在
は
軸
装
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を

翻
字
を
し
て
、
解
説
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。

寛
文
第
五
乙
巳
暦
霜
月
十
五
日
先
師

貞
徳
居
士
十
三
回
忌
追
福
之
誹
諧

十
三
百
飽
於
貞
室
亭
執
行
饂
麟
三

第
一

雪
に
佗
の
斎
や
一
汁
三
さ
い
忌

茶
た
う
を
た
つ
る
霜
月
の
望

底
寒
き
井
戸
の
水
く
み
華
摘
て

第
二
声

よ
む
経
も
冴
る
陀
羅
尼
や
勇
施
井

行
者
の
袖
は
白
妙
の
霜

岩
橋
の
う
へ
下
く
だ
り
月
す
み
て

第
三

雪
花
や
ふ
る
き
を
お
も
ふ
手
向
草

氷
お
し
わ
り
そ
、
ぐ
間
伽
桶

明
星
の
ち
ろ
め
く
影
に
起
な
れ
て

第
四

法
の
花
や
ふ
る
摩
詞
ま
だ
ら
袋
雪

喬
は
さ
な
が
ら
極
楽
の
鳥

池
広
み
管
絃
の
御
舟
さ
し
つ
れ
て

祐
上
貞
室
善
入

可
頼
正
信
貞
室

正
信
可
頼
祐
上

貞
室
正
信
可
頼

5
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第
五

門
葉
は
か
れ
ぬ
霜
月
の
作
善
哉

跡
ほ
ど
さ
ゆ
る
称
名
の
声

盤
渉
に
吹
ぬ
る
楽
も
つ
い
果
て

第
六

暗
／
＼
も
遠
き
を
追
や
友
千
鳥

河
風
さ
む
み
さ
そ
ふ
伽
羅
の
香

谷
の
戸
の
雪
は
御
簾
ま
き
あ
げ
て

第
七

茶
の
花
に
ひ
が
し
や
悼
む
今
朝
の
霜

隠
居
の
園
は
冬
の
山
陰

薬
湯
に
と
る
谷
水
の
い
て
と
け
て

第
八

霜
に
煙
る
焼
香
箱
も
つ
い
し
ゅ
哉

つ
く
え
の
う
へ
の
楠
寒
菊

伏
兎
い
ゐ
て
児
や
摘
に
捨
つ
ら
ん

第
九

影
も
う
つ
れ
よ
む
八
軸
の
ひ
も
か
ゞ
み

芭
蕉
の
か
ぶ
を
埋
む
雪
霜

正
寿
貞
室

長
之
悔
焉
祐
上

光
俊
貞
室
正
的

悔
焉
光
俊
正
量

正
量
可
頼
正
信

唐
門
の
脇
に
築
山
つ
き
あ
げ
て

第
十

み
ち
布
か
営
む
法
の
場
の
霜

楽
の
ひ
ゞ
き
も
寒
る
朝
風

玉
は
し
に
日
影
て
ら
／
＼
う
つ
り
来
て

第
十
一

声
さ
ゆ
る
頻
伽
の
か
い
か
空
の
月

ふ
れ
る
あ
ら
れ
や
瑛
路
の
玉

耳
の
輪
を
過
る
朝
風
袖
に
落
て

第
十
二

も
と
よ
り
も
櫨
に
つ
ぐ
炭
や
を
き
合
せ

権
輿
な
か
り
し
今
朝
の
残
雪

取
あ
へ
ず
鷹
野
の
供
奉
に
出
せ
て

第
十
三

骨
を
ま
も
る
塊
は
い
づ
ち
へ
雪
の
下

寒
き
林
に
を
や
む
か
ら
風

散
か
、
る
木
葉
の
道
を
掃
除
し
て

追
加

霜
月
の
も
ち
や
き
え
に
し
丸
の
影

著
英

重
次
貞
室
正
信

正
的
可
頼
長
之

善
入
正
寿
貞
室

定
利
長
之
正
寿

善
入

7
 



霰
の
後
の
菩
提
樹
の
露

仏
手
柑
の
枝
の
朝
風
し
づ
か
に
て

右
凌
老
眼
殊
更
及
夜
陰

令
書
写
忌
早
外
聞
尤
禅

お

ほ

し

空

賢

一

嚢

は
じ
め
に
貞
室
亭
で
こ
の
貞
徳
の
十
三
回
忌
追
福
之
誹
諧
は
典
行

さ
れ
た
が
、
そ
の
住
所
は
京
都
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
母
利
志
朗

氏
は
貞
室
の
屋
号
が
「
鑑
屋
」
で
紙
商
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
、
刊
『
諸
国
万
買
物
調
宝
記
』

の
「
紙
屋
」
の
項
に
「
三
条
通
埋
忠
町
か
ぎ
や
」
と
あ
る
店
を

つ
き
と
め
、
こ
れ
が
貞
室
の
家
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
（
『
俳

文
学
大
辞
典
』
「
貞
室
」
の
項
目
）
。
こ
こ
か
ら
だ
と
貞
徳
の
三
条

衣
棚
は
近
く
、
年
少
の
頃
か
ら
貞
室
が
貞
徳
の
私
塾
へ
通
っ
た
こ

と
も
肯
定
で
き
よ
う
。
西
武
も
同
じ
町
内
の
綿
商
人
の
子
で
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
互
い
に
幼
馴
染
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
の
百
韻
は
十
三
回
忌
を
「
一
汁
三
菜
」
に
掛
け
た
発
句
で

始
ま
る
が
、
『
玉
海
集
追
加
』
冬
之
部
に
は
、

先
師
十
三
回
の
い
と
な
み
に

千
三
百
飽
興
行
し
侍
り
て

可
頼
貞
室

雷

に

佗

の

斎

や

一

汁

三

さ

い

忌

貞

室

と
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
発
句
を
巻
頭
に
し
て
貞
徳
追
福
の
千
―
―
―

百
韻
が
開
始
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
脇
は
正
信
が
付
け
て
い
る
。

ま
た
第
三
は
可
頼
が
付
け
て
い
る
。
こ
の
両
人
は
貞
室
の
門
弟
と

し
て
重
き
を
な
す
人
物
で
あ
る
。
「
脇
、
第
三
、
当
座
」
と
あ
り
、

脇
、
第
三
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
即
興
で
そ

の
場
で
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
正
信
、
可
頼
と
つ
づ
く
の

が
自
然
に
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
信
は
、
寛
文
三
年
の
『
五
条
之
百
句
』
に
「
貞
室
門
弟
可

頼
」
が
「
此
仁
今
に
室
門
へ
出
入
し
て
此
道
を
は
げ
ま
す
。
貞
徳

在
世
の
内
に
も
切
二
徳
門
へ
室
と
伴
出
て
、
会
に
も
逢
し
人
な
り
。

器
用
た
り
。
句
体
も
徳
・
室
の
風
義
に
た
が
は
ず
、
作
も
つ
よ
し
」

と
評
さ
れ
る
、
そ
の
す
ぐ
つ
ぎ
に
「
室
門
弟
正
信
」
と
し
て

「
右
に
お
な
じ
に
今
室
門
に
遊
び
て
其
流
を
学
、
貞
徳
へ
も
出
入

せ
し
人
也
。
器
用
は
可
頼
に
お
と
れ
り
。
と
か
く
す
き
人
な
り
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。
『
知
足
書
留
歳
旦
帖
」
の
承
応
三
年
に
「
縫
屋

正
信
」
と
し
て
「
こ
と
の
葉
の
種
や
生
る
今
朝
の
春
」
の
歳
旦
吟

が
入
集
し
、
明
暦
三
年
以
降
貞
室
・
可
頼
・
政
信
（
正
信
と
政
信

の
両
様
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
で
、
歳
旦
三
つ
物
を
組
み
、
万
治
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を
経
て
寛
文
五
年
ま
で
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
歳
旦
三
つ
物
を
興
行
し

て
い
る
。
寛
文
六
年
に
い
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
正
信
に
か
わ
っ

て
長
之
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
寛
文
五
年
の
年
内
に

逝
去
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
玉
海
集
』
で
は
正
信
は
樋
口
長

左
衛
門
と
し
て
二
句
入
集
す
る
が
、
こ
れ
は
貞
室
と
歳
旦
三
つ
物

の
メ
ン
バ
ー
の
正
信
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
発
句
十
五
、
付
句

十
入
集
の
政
信
こ
と
府
類
屋
茂
兵
衛
の
可
能
性
が
高
い
。
縫
屋
正

信
と
、
府
類
屋
政
信
が
同
一
人
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
断
に

困
し
む
が
、
『
玉
海
集』

で
青
地
市
郎
右
衛
門
の
可
頼
が
発
句
十

二
、
付
句
二
十
四
の
入
集
な
の
で
、
府
類
屋
茂
兵
衛
政
信
を
正
信

と
同
一
人
に
認
定
し
た
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
政
信
（
正
信
）
は

承
応
二
年
一
月
に
興
行
さ
れ
た
『
紅
梅
千
句
』
で
は
、
貞
徳
・
友

仙
・
貞
室
・
季
吟
・
安
静
・
可
頼
と
と
も
に
連
衆
の
末
席
に
加
わ
っ

て
い
る
。
貞
室
の
古
く
か
ら
の
も
っ
と
も
忠
実
な
門
弟
と
い
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。

可
頼
は
、
北
村
季
吟
や
荻
野
安
静
が
貞
室
か
ら
離
反
し
て
い
っ

た
の
に
対
し
て
、
正
信
と
同
じ
く
師
に
忠
実
に
従
っ
た
門
人
で
あ

る
。
先
に
も
引
用
し
た
が
『
五
条
之
百
句
』
で
は
、
「
器
用
た
り
。

句
体
も
徳
室
の
風
義
に
た
が
は
ず
、
作
も
つ
よ
し
」
と
絶
賛
し
て

い
る
。
ま
た
『
誹
家
大
系
図
」
で
は
、
貞
徳
門
と
し
て
「
青
地
氏
、

通
称
、
市
郎
右
エ
門
。
京
師
ノ
人
ナ
リ
。
貞
室
卜
親
ム
事
深
シ
」

と
あ
る
。
『知足
書
留
歳
旦
帳
』
の
承
応
三
年
に
「
青
地

一
良
右
エ

門
可
頼
」
と
し
て
「
年
に
立
霞
の
色
や
黒
の
駒
」
の
歳
旦
吟
が

入
集
し
、
明
暦
三
年
以
降
は
貞
室
・
可
頼
・
正
信
で
歳
旦
三
つ
物

を
組
み
、
以
後
寛
文
五
年
ま
で
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
歳
旦
三
つ
物
を

興
行
。
可
頼
は
そ
の
後
も
貞
室
の
も
と
で
寛
文
六
年
も
歳
旦
三
つ

物
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
残
り
、
『
歳
旦
発
句
集
」
に
は
寛
文
七
年
・

同
八
年
ま
で
歳
旦
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
歳
旦
句

は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
こ
ろ
俳
諧
活
動
を

止
め
た
か
、
逝
去
し
た
と
思
わ
れ
る
。
発
句
は
延
宝
三
年
(
-
六

七
五
）
の
『
糸
屑
集
』
に
二
句
入
集
し
、
同
四
年
の
『
古
今
誹
諧

師
手
鑑
』
に
も
「
賑
ふ
や
菖
蒲
の
ぽ
り
に
町
く
だ
り
可
頼
」
の

短
冊
が
模
刻
さ
れ
て
い
る
。
発
句
の
初
出
は
慶
安
元
年
（
一
六
四

八
）
季
吟
編
『
山
之
井
』
に
五
句
入
集
し
、
以
後
明
暦
二
年
『
玉

海
集
」
で
は
発
句
十
二
、
付
句
二
十
四
、
万
治
三
年
季
吟
編
『
新

続
犬
筑
波
集
』
で
は
発
句
二
十
六
、
寛
文
七
年
の
『
玉
海
集
追
加
』

で
は
発
句
二
十
八
、
付
旬
五
十
五
が
入
集
す
る
。
そ
の
他
の
撰
集

に
も
発
句
が
散
見
す
る
。
俳
諧
作
者
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
活
躍
し

，
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た
人
物
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
第
三
を
詠
じ
た
祐
上
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
祐
上
は
京

の
人
。
伊
東
氏
。
寛
文
七
年
の
『
玉
海
集
追
加
』
に
「
黎
民
や
憐

慇
で
た
つ
御
代
の
春
伊
げ
ピ
」
以
下
発
句
二
十
八
句
が
入
集
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
寛
文
期
か
ら
貞
室
の
門
下
に
加
わ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
寛
文
九
年
の
貞
室
の
歳
旦
三
つ
物
で
は
、
貞
室
・
祐

上
・
了
味
の
三
名
で
三
つ
物
が
興
行
さ
れ
、
同
じ
く
十
年
に
も
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
三
つ
物
が
興
行
さ
れ
る
が
（
寛
文
前
後
古
誹
諧
）
、

寛
文
十
三
年
の
も
の
に
は
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た

「
歳
旦
発
句
集
』
の
寛
文
九
年
の
項
に
は
「
賢
聖
や
肩
な
ら
べ
出

ん
御
代
の
春
祐
上
」
、
同
十
年
に
は
「
よ
ろ
こ
ぶ
や
又
此
春
と

向
ひ
腹
祐
上
」
の
歳
旦
句
が
入
集
す
る
が
、
こ
の
二
句
は
前
出

の
歳
旦
三
つ
物
の
発
句
で
あ
る
。
祐
上
に
関
し
て
は
以
上
の
他
、

手
が
か
り
は
な
い
。

第
三
の
発
句
は
、
「
玉
海
集
追
加
』
冬
之
部
で
は
、

貞
徳
老
人
十
三
回
忌
に

青
地
氏

雪

花

や

ふ

る

き

を

お

も

ふ

手

向

草

可

と
し
て
入
集
し
、
同
じ
く
第
四
の
発
句
も
同
集
に
、

先
師
十
三
回
忌
に

頼

伊
東
氏

法

の

花

や

降

ま

か

ま

だ

ら

袋

雪

祐

上

と
し
て
入
集
す
る
。
つ
ぎ
に
第
四
の
第
三
を
付
け
て
い
る
善
入
に

つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

善
入
は
、
『
誹
家
大
系
図
』
に
貞
室
門
と
し
て
「
山
本
氏
。
通

称
善
兵
衛
。
京
師
東
洞
院
ノ
人
。
（
下
略
）
」
と
あ
り
、
『
歳
旦
発

句
集
』
の
承
応
三
年
に
「
年
徳
の
神
も
ら
い
あ
る
試
筆
哉
善
入
」

と
し
て
歳
旦
吟
が
入
集
。
『
知
足
書
留
歳
旦
帖
」
の
明
暦
三
年
に
正

寿
・
善
入
・
貞
室
、
善
入
・
正
寿
・
貞
室
で
歳
旦
三
つ
物
を
興
行

し
て
い
る
。
俳
諧
撰
集
『
玉
海
集
」
に
「
と
し
徳
の
か
み
も
ら
い

あ
る
試
筆
哉
山
本
善
鱈
入
」
以
下
十
三
句
が
入
集
。
ま
た
万
治

三
年
二
月
二
十
五
日
の
貞
室
発
句
の
「
壬
生
天
神
社
奉
納
百
韻
」

に
、
正
信
。
可
頼
・
悔
焉
・
宗
隆
・
玄
伯
・
恵
佐
・
祐
孝
・
正
寿
・

元
春
ら
と
一
座
。
寛
文
期
に
は
『
伊
勢
正
直
集
』
や
『
小
町
踊
]

『
大
和
順
礼
』
等
に
入
集
し
、
『
玉
海
集
追
加
』
に
は
発
句
十
九
、

付
句
九
が
入
集
す
る
。
貞
室
の
古
く
か
ら
の
門
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
五
の
発
句
は
、
「
玉
海
集
追
加
』
冬
之
部
で
は
、

貞
徳
居
士
十
三
回
忌
貞
室
興
行
に

河
池
氏

門

葉

は

か

れ

ぬ

霜

月

の

作

善

か

な

正

量

と
あ
る
。
正
量
に
つ
い
て
は
、
貞
徳
の
三
回
忌
の
時
に
も
貞
室
亭
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で
発
句
を
詠
ん
で
お
り
、
す
で
に
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。

第
六
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
悔
焉
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
悔
焉

は
高
野
山
や
京
の
智
積
院
に
出
入
し
た
僧
で
、
悉
曇
学
に
精
通
し
、

か
つ
木
筆
を
能
く
し
た
学
僧
で
あ
る
。
奇
狂
な
行
動
が
多
く
、
俳

諧
で
は
貞
室
門
。
『
玉
海
集
』
で
は
発
句
一
が
入
集
し
、
『
玉
海
集

追
加
』
で
は
発
句
十
四
、
付
句
十
五
が
入
集
す
る
。
と
く
に
『
玉

海
集
追
加
』
夏
之
部
巻
頭
の
「
か
へ
ば
死
な
ん
風
か
は
ゆ
し
古
ご

ろ
も

桑
門
知
等
閂
焉
」
の
作
に
よ
っ
て
「
風
の
悔
焉
」
と
し
て
評

判
を
と
っ
た
。
詳
し
く
は
加
藤
定
彦
氏
「
風
の
悔
焉
|
ー
楓
掘
学

僧
の
生
涯
」
（
『
俳
諧
の
近
世
史
』
若
草
書
房
、
平
成
10
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。
と
も
あ
れ
悔
焉
は
貞
室
門
の
中
で
も
と
り
わ
け

異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
。

第
六
の
脇
、
第
七
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
光
俊
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
略
歴
は
把
握
で
き
な
い
。
『
玉
海
集
追
加
』
に
「
不
老

山
に
す
ま
せ
給
ふ
や
若
ゑ
び
す
光
俊
」
以
下
発
句
五
、
付
句

一

が
入
集
す
る
が
、
住
所
は
不
明
、
恐
ら
く
京
で
あ
ろ
う
。
光
俊
は

同
名
異
人
が
多
く
、
『
時
勢
粧
』
『
佐
夜
中
山
集
』
で
は
山
口
光
俊
、

「
誹
諧
捨
舟
』
で
は
藤
井
光
俊
、
『
天
神
奉
納
集
』
で
は
金
丸
光
俊
、

『
芦
花
集
」
で
は
副
田
光
俊
が
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
特
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

第
七
の
第
三
を
詠
ん
で
い
る
正
的
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
手

が
か
り
が
な
い
。

第
八
の
発
句
は
、
『
玉
海
集
追
加
』
冬
之
部
で
は
、

貞
徳
翁
十
三
年
忌
に

霜

け

ぶ

る

焼

香

ば

こ

も

追

修

か

な

長

之

と
あ
っ
て
上
の
句
に
少
し
の
異
同
が
あ
る
。
長
之
は
『
誹
家
大
系

図
」
の
宮
川
松
堅
の
箇
所
に
「
長
之
」
と
し
て
「
宮
川
氏
。
通
称
、

三
郎
右
衛
門
。
松
堅
兄
教
」
と
あ
る
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）

の
『
鷹
筑
波
』
に
「
石
竹
に
と
ま
る
蛍
や
い
し
灯
籠
宮
川
三
郎
右
ぴ
戸
」

と
し
て
発
句
一
入
集
。
『
玉
海
集
』
で
は
十
三
句
、
『
玉
海
集
追
加
』

で
は
、
発
句
五
十
三
、
付
句
九
が
入
集
し
、
寛
文
十
一
年
の
『
難

波
草
」
で
は
発
句
一
が
入
集
す
る
。
「知
足
書
留
歳
旦
帖
』
な
ど
に

よ
れ
ば
、
寛
文
六
年
、
七
年
、
八
年
と
貞
室
・
長
之
・
可
頼
で
歳

且
三
つ
物
を
興
行
し
、
寛
文
九
年
に
は
『
歳
旦
発
句
集
』
に
「
あ

」

長
之
入
道

ら

玉

や

ふ

く

み

て

来

つ

る

酉

の

年

と

あ

り

、

了

味

了
味

と
改
号
、
貞
室
・
祐
上
・
了
味
で
歳
旦
三
つ
物
を
寛
文
九
年
十
年

と
行
な
っ
て
い
る
（
寛
文
前
後
古
誹
諧
）
。
さ
ら
に
寛
文
十
一
年

に
は
貞
室
・
喜
雲
・
了
味
で
歳
旦
三
つ
物
興
行
。
同
十
三
年
に
は

11 



貞
室
・
重
次
・
了
味
で
歳
旦
三
つ
物
を
興
行
し
て
い
る
。
こ
の
寛

文
十
三
年
に
貞
室
は
逝
去
す
る
の
だ
が
、
了
味
は
延
宝
二
年
（
一

六
七
四
）
に
も
歳
旦
発
句
を
詠
じ
て
お
り
、
そ
の
後
も
活
躍
し
た

と
思
わ
れ
る
。

第
九
の
発
句
は
、
『
玉
海
集
追
加
』
で
は
付
句
上
の
箇
所
に
、

貞
徳
遠
忌
に

影
も
う
つ
れ
よ
む
八
軸
の
ひ
も
か
ゞ
み

芭

蕉

の

か

ぶ

を

う

づ

む

雪

霜

貞

室

と
あ
る
。
発
句
を
詠
ん
だ
正
寿
は
、
『
鷹
筑
波
』
に
「
五
月
雨
の

空
は
毎
日
子
の
日
哉
野
々
口
庄
旦
ド
」
以
下
三
句
が
入
集
す
る
野
々

口
庄
兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
『
玉
海
集
」
で
は
発
句
一
、

『
砂
金
袋
」
で
は
発
旬
八
、
「
玉
海
集
追
加
』
で
は
発
句
五
が
入
集

す
る
。
ま
た
万
治
三
年
二
月
壬
生
天
神
奉
納
百
韻
に
は
、
貞
室
以

下
諸
氏
と
一
座
し
て
い
る
。
ま
た
歳
旦
三
つ
物
で
は
、
『
知
足
書
留

歳
旦
帖
」
明
暦
三
年
の
箇
所
に
正
寿
・
善
入
・
貞
室
に
よ
る
歳
旦

三
つ
物
が
誌
さ
れ
て
い
る
。

第
十
の
発
旬
を
詠
ん
で
い
る
定
利
は
、
慶
安
四
年
の
『
毘
山
集
』

に
「
お
ど
る
程
み
た
き
は
遊
行
柳
哉
敦
賀
野
瀬
平
戸
酎
」
以
下
六

句
が
入
集
す
る
定
利
で
あ
ろ
う
。
『
玉
海
集
』
に
は
敦
賀
野
沢

（
野
瀬
）
氏
定
利
と
し
て
発
句
四
、
付
句
三
が
入
集
し
、
『
玉
海
集

追
加
』
で
は
発
句
十
八
、
付
句
二
十
が
入
集
す
る
。
敦
賀
か
ら
こ

の
追
善
俳
諧
典
行
の
た
め
に
上
京
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
十
三
の
発
句
は
、
『
玉
海
集
追
加
』
冬
之
部
に
は
、

貞
徳
居
士
十
三
回
忌
貞
室
千

三
百
句
興
行
に

犬
井

骨

を

守

る

暁

は

い

づ

ち

へ

雪

の

下

重

次

と
あ
る
。
こ
の
重
次
は
の
ち
に
貞
室
の
跡
目
を
つ
い
で
一
嚢
軒
貞
恕

を
名
乗
る
人
物
で
、
も
と
も
と
は
越
前
敦
賀
の
出
身
で
あ
る
。
『
誹

家
大
系
図
』
に
は
、
貞
室
の
門
人
と
し
て
「
貞
恕
犬
井
氏
。
俗

称
ハ
治
郎
兵
衛
、
名
、
重
次
。
薙
髪
シ
テ
貞
恕
卜
改
メ
一
襄
軒
卜

号
ス
。
四
条
東
洞
院
二
住
ス
。
本
土
ハ
越
前
敦
賀
ノ
人
ナ
リ
。
万

1
ー

＼

ト

ホ

治
ノ
頃
款
江
州
大
津
に
寓
居
ス
。
一
年
い
ま
だ
遠
く
は
の
び
じ
落

1
ー

＼

＼

ウ

マ

ノ

フ

ン

人
ト
イ
ヘ
ル
ニ
道
ば
た
に
い
き
り
こ
そ
た
て
馬
糞
卜
云
句
付
テ
ヨ

リ
、
大
津
ノ
馬
黄
ト
イ
フ
名
ヲ
得
タ
リ
。
室
斐
病
テ
死
セ
ン
ト
ス
ル

二
及
デ
、
恕
ヲ
以
テ
花
ノ
本
正
伝
三
世
ト
ス
。
家
書
蝿
打

闘
戸
麟
言
‘
阿
太
知
千
句
、
新
玉
海
集
等
ア
リ
。
元
禄
十
五
年
壬

午
三
月
四
日
没
、
行
年
七
十
歳
。
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
没
年
齢
は
、

母
利
司
朗
説
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
「
貞
恕
」
の
項
目
）
に
よ
り
八
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十
三
歳
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
貞
室
生
前
中
は
重
次
の
号
を
用
い
、

敦
賀
犬
井
二
郎
兵
衛

『
毘
山
集
』
に
「
つ
か
り
て
は
風
も
ぬ
る
、
や
川
柳
重
次
」

以
下
発
句
七
句
入
集
。
『
玉
海
集
』
に
は
同
じ
く
敦
賀
で
発
句
十

入
集
。
『
玉
海
集
追
加
』
で
は
発
句
五
十
三
、
付
句
四
十
四
が
入

集
し
、
貞
室
門
の
中
で
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お

『
玉
海
集
追
加
』
で
重
次
は
、
地
方
在
住
者
の
ご
と
く
地
名
は
示

さ
れ
ず
単
に
「
犬
井
氏
重
次
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
寛

文
初
年
に
は
上
京
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
十
三
回

忌
の
折
も
京
在
住
と
考
え
た
い
。
の
ち
寛
文
十
三
年
に
は
貞
室
・

重
次
・
了
味
と
歳
旦
三
つ
物
を
興
行
。
そ
の
年
二
月
七
日
貞
室
が

逝
去
す
る
と
、
剃
髪
し
て
貞
恕
と
改
名
し
、
跡
目
を
継
承
し
て
い

る。
追
加
の
発
句
は
、
『
玉
海
集
追
加
』
付
句
上
に
、

貞
徳
居
士
十
三
回
忌
に

霜

月

の

も

ち

や

き

え

に

し

丸

の

影

著

英

あ

ら

れ

の

後

の

菩

提

樹

の

露

可

頼

と
あ
る
。
発
句
を
詠
ん
だ
著
英
は
丹
波
福
知
山
の
人
で
、
『
玉
海
集

（マ
マ）

追
加
』
に
は
「
酔
て
い
は
ふ
酒
や
麹
の
花
の
は
る
丹
波
福
知
住
[
野
〈
」

以
下
発
句
二
十
三
、
付
句
六
が
入
集
す
る
。
そ
の
他
『
続
山
井
」

に
発
句
三
、
『
誹
諧
鳥
合
』
に
発
句
二
、
『
誹
諧
法
農
華
』
に
発
句

十
四
が
入
集
す
る
。
「
玉
海
集
追
加
』
で
は
、
丹
波
福
知
山
住
と

し
て
吉
久
・
久
重

・
見
藤
・
重
広
・
正
通
ら
の
俳
人
が
入
集
す
る

が
、
著
英
の
入
句
数
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
著
英
は
こ
の
地
の
貞

室
門
の
有
力
俳
人
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
貞
徳
十
三
回
忌
俳
諧
興
行
の
貞
室
亭
に
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
の
略
歴
を
述
べ
て
み
た
。
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
こ
の
う
ち

明
暦
二
年
の
『
玉
海
集
』
あ
た
り
で
す
で
に
門
下
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
正
信
・
可
頼
・
善
入
・
正
量
・
悔
焉
・
長
之
・
正
寿
・
定

利
・
重
次
と
大
部
分
を
占
め
る
。
そ
れ
以
後
寛
文
七
年
の
『
玉
海

集
追
加
』
あ
た
り
に
活
躍
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
祐
上
・

光
俊
•
著
英
で
あ
る
。
正
的
は
未
詳
。
前
者
の
う
ち
正
信
と
可
頼

と
は
、
貞
室
と
明
暦
三
年
以
降
万
治
を
経
て
寛
文
五
年
ま
で
毎
年

歳
旦
三
つ
物
を
興
行
し
て
お
り
、
気
心
の
し
れ
た
門
人
で
あ
る
。

正
量
や
悔
焉
ら
の
存
在
も
貴
重
で
、
妙
法
院
家
司
正
量
は
御
所
方

へ
の
交
流
に
便
利
だ
し
、
悔
焉
の
ご
と
く
能
筆
で
著
名
な
学
僧
、

し
か
も
奇
行
の
持
ち
主
で
あ
れ
ば
何
か
と
評
判
に
な
り
、
貞
室
の

俳
諧
活
動
に
と
っ
て
も
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
ま
た
宮
川
松
堅
の
兄
と
思
わ
れ
る
長
之
の
存
在
も
、
貞
室
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に
は
力
、
つ
よ
い
味
方
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
の
ち
に
貞

室
の
跡
目
を
つ
ぐ
こ
と
に
な
る
重
次
の
出
座
は
磐
石
の
重
み
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
な
お
ま
た
、
越
前
敦
賀
の
定
利
の
出
座
は
、
地
方

へ
の
視
野
を
拡
げ
る
意
味
で
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
後

者
の
俳
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
貞
室
門
を
に
な
っ
て
ゆ
く
上
で
重
要

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
も
地
方
か
ら
丹
波

福
知
山
の
著
英
が
出
座
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

、つ
貞
室
は
、
貞
徳
逝
去
後
た
だ
ち
に
自
ら
の
跡
目
を
正
統
化
し
、

俳
壇
で
の
主
導
権
や
影
響
力
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
『
貞
徳
終
焉

記
』
の
執
筆
と
追
善
独
吟
百
韻
の
興
行
、
さ
ら
に
百
ヶ
日
忌
、
一

周
忌
、
三
回
忌
、
七
回
忌
と
回
忌
を
重
ね
、
十
三
回
忌
ま
で
貞
徳

追
慕
の
連
句
興
行
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
十
三
回
忌
の
興
行
は
、

ま
さ
に
―
つ
の
ピ
ー
ク
を
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
貞
室
一
門

の
古
参
や
中
堅
あ
る
い
は
新
人
ら
が
結
束
し
て
、
し
か
も
京
に
在

住
の
も
の
だ
け
で
な
く
越
前
敦
賀
や
丹
波
福
知
山
の
俳
人
ま
で
参

加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
千
三
百
韻
の
典
行
は
、
一
大

行
事
と
し
て
冊
間
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
貞
徳
追
慕
の
名
目
で
、
年
忌
ご
と
に
追
善
連
句
興
行
を
行
な
っ

た
の
は
、
貞
徳
の
多
く
の
門
人
の
な
か
で
も
貞
室
た
だ

一
人
だ
け

と
い
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
行
動
は
一
門
の
結
束
は
も
と
よ
り
、
さ

ら
な
る
自
派
の
拡
充
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
ら
の
成
果
は
二
年
後
の
寛
文
七
年
の
俳
諧
撰
集
「
玉
海
集
追
加
』

中
本
七
冊
に
如
実
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
な

お
、
以
後
の
貞
室
興
行
の
貞
徳
追
慕
の
記
録
は
管
見
に
は
お
よ
ば

な
い
。
な
お
ま
た
蛇
足
な
が
ら
、
貞
徳
十
三
回
忌
の
追
善
典
行
は
、

山
深
い
伊
賀
上
野
の
地
で
も
藤
堂
郷
吟
公
の
発
句
に
よ
っ
て
と
り

行
な
わ
れ
た
。

貞
徳
翁
十
三
回
忌
追
善
俳
諧

野

は

雪

に

か

る

れ

ど

か

れ

ぬ

紫

苑

哉

蝉

吟

公

季
吟
の
脇
、
以
下
正
好
・
一
笑
・
一
以
・
宗
房
に
よ
る
六
吟
百
韻

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
松
尾
宗
房
（
芭
蕉
）
の
俳
諧
に
お
け
る

ス
タ
ー
ト
を
示
す
も
の
に
な
っ
た
の
は
、
俳
諧
史
上
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
百
韻
の
巻
末
に
は
「
右
、
此
俳
諧
、

季
吟
斐
よ
り
鳥
羽
里
実
相
寺
江
納
置
候
者
也
。
寛
文
五
年
霜
月
十

三
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
ろ
う
。

14 



ー

塩
崎
俊
彦
氏
は
「
貞
徳
自
筆
『
貞
徳
終
焉
記
』
に
つ
い

て
ー
ー
前
田
淡
園
旧
蔵
本
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
連
歌
俳
諧

研
究
』

98
、
平
成
12
年
2
月
）
に
お
い
て
、
近
年
再
発
見
さ

れ
た
「
貞
徳
翁
井
百
韻
』
（
乾
憲
雄
編
、
夢
望
庵
文
庫
、
平

成
11
年
）
の
内
容
を
紹
介
し
、
「
終
焉
」
の
語
義
か
ら
『
貞

徳
終
焉
記
』
を
読
み
直
す
必
要
を
提
言
さ
れ
て
い
る
。

0

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
未
刊
の
稿
本
松
澤
正
樹
編

『
「
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
俳
名
索
引
』
か
ら
多
大
な
御
学
恩

を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
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